
別紙様式３

令和2年7月9日

分任支出負担行為担当官                          

和歌山森林管理署長　　竹中　篤史　　　　

工事種別 工事概要 入札方式

一般競争入札

（施工体制確認型）

予定価格（税抜き） 契約年月日

81,527,000円 令和2年7月9日

契約金額（税抜き） 工事完成の時期

76,400,000円 令和3年3月

○予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165号。以下「予決令」という。）第73条の規定に基づく競争参加資格

別添「入札公告」のとおり

○競争に参加しようとした者の商号又は名称並びにそのうち競争に参加させなかった者の商号又は名称及びその者を参加させなかった理由

別添「競争参加資格確認結果書」のとおり

○入札者の商号又は名称及び各入札者の各回の入札金額

別添「入札執行調書」のとおり

○予定価格の作成に用いた積算価格についての内訳

別添「工事積算内訳書」のとおり

○予決令第91条第２項の規定により総合評価落札方式を実施した理由及び落札者決定基準

別添「入札公告」のとおり

令和2年7月

令和２年度　和歌山森林管理署公共工事契約状況

工事名 施工場所

本田垣内治山工事 和歌山県田辺市西大谷 治山工事 渓間工　3基

調査基準価格（税抜き） 契約相手方の商号又は名称及び住所

72,708,950円 株式会社　長田組　　和歌山県御坊市島65

工事着手の時期
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(9) 本工事は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律(平成12年法律第104号)に基づ

き、分別解体等及び特定建設資材廃棄物の再資源化等の実施が義務付けられた工事である。

(10) 本工事において主任技術者を配置する場合、密接な関係のある二以上の工事を同一の建

設業者が近接した場所(相互の間隔が直線距離で10㎞程度又は移動時間が60分程度)において

施工するものについては、同一の専任の主任技術者がこれらの工事を管理することができる

ものとする。

２ 競争参加資格

(1) 予算決算及び会計令(昭和22年勅令第165号。以下「予決令」という。)第70条及び第71条

の規定に該当しない者であること。

なお、未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必要な同意を得てい

る者は、予決令第70条中、特別の理由がある場合に該当する。

(2) 近畿中国森林管理局における平成31・32（令和元・2）年度に係る一般競争参加資格の「土

木一式 工事A、B、C等級」の認定を受けていること(会社更生法(平成14年法律第154号)に基

づき更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法(平成11年法律第225号)に基づ

き再生手続開始の申立てがなされている者については、手続開始の決定後、近畿中国森林管

理局長が別に定める手続に基づく一般競争参加資格の再確認を受けていること。)。

(3) 会社更生法に基づき更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法に基づき再

生手続開始の申立てがなされている者(上記(2)の再確認を受けた者を除く。)でないこと。

(4) 平成17年4月1日から令和2年3月31日までの間に元請けとして完成・引渡しが 完了した、

以下に示す同種工事を施工した実績を有すること(共同企業体が同種工事を施工した場合に

おける構成員の実績については、出資比率が20%以上である構成員に限り、当該構成員の実

績として認める。)。

同種工事:治山事業における渓間工事又は山腹工事

なお、同種工事の施工実績が森林管理局長、森林管理署長、森林管理署支署長、森林管理

事務所長、治山センター所長及び総合治山事業所長(以下「森林管理局長等」という。)が発

注した工事のうち入札説明書に示すものに係る実績である場合にあっては、「林野庁工事成

績評定要領」(平成10年3月31日付け10林野管第31号林野庁長官通知)第４の３に規定する工

事成績表の評定点(以下「工事成績評定点」という。)が65点以上のものに限る。

共同企業体にあっては、すべての構成員が上記の基準を満たす施工実績を有すること。

(5) 当該工事の施工計画等に係る技術提案書が適正であること。

(6) 次に掲げる基準を満たす主任技術者又は監理技術者を建設業法(昭和24年法律第100号)に

基づき専任で配置できること。

ただし、本工事において、現場施工に着手するまでの期間及び工事完成後、検査が終了し

事務手続き、後片付け等のみが残っている期間については、必ずしも主任技術者又は監理技

術者の専任の配置は要しない。

また、主任技術者の継続的な技術研鑽の重要性や建設業の働き方改革を推進する観点を踏まえ、技

術研鑽のための研修、講習、試験等への参加、休暇の取得、その他の合理的な理由で技術者が短期間

工事現場を離れることについては、適切な施工ができる体制を確保をし、発注者の承認を得た場合は

主任技術者の配置は要しない。

ア 1級若しくは2級土木施工管理技士又はこれと同等以上の資格を有する者。

なお、詳細については入札説明書による。
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３ 競争参加資格の確認等

(1) 本競争入札の参加希望者は、上記２に掲げる競争参加資格を有することを証明するため、

次に掲げるところに従い技術提案書等を提出し、分任支出負担行為担当官から競争参加資格

の有無について確認を受けなければならない。

(2) 技術提案書等の提出期間、場所及び方法

ア 提出期間

令和２年５月２８日から令和２年６月１０日まで(行政機関の休日に関する法律(昭和63

年法律第91号)第1条第1項に規定する行政機関の休日(以下「休日」という。)を除く。)の

9時00分から17時00分まで(12時から13時までを除く。)。

イ 申請書及び確認資料の提出場所

〒646-0011 和歌山県田辺市新庄町2345-1

和歌山森林管理署 総務グループ

電話:050-3160-6120

ウ 技術提案書の提出場所

〒530-0042 大阪市北区天満橋1丁目8番75号

近畿中国森林管理局 経理課

電話:06-6881-3479

エ その他

電子入札システムを用いて提出すること。詳細は入札説明書によるものとし、FAX等に

よるものは受け付けない。

ただし、承諾を得て紙入札による場合は、申請書及び確認資料は上記イに、技術提案書

は上記ウに持参又は郵送（書留郵便に限る。提出期限必着。）すること。

(3) 技術提案書は、入札説明書に基づき申請書及び確認資料とは別のファイル又は文書として

作成するものとし、申請書及び確認資料と併せて提出すること。

(4) 上記(2)のア規定する期限までに技術提案書等を提出しない者又は競争参加資格がないと

認めた者は本競争入札に参加できない。

４ 施工体制確認型総合評価落札方式に関する事項

(1) 施工体制確認型総合評価落札方式の仕組み

本工事の施工体制確認型総合評価落札方式は、以下の方法により落札者を決定する方式と

する。

ア 入札説明書に示された競争参加資格を満たしている場合に、標準点100点を付与する。

イ 上記２の(5)の技術提案書で示された実績等により、最大30点の加算点を与える。

ウ 上記２の(5)の技術提案書、下記６の(12)の施工体制に関するヒアリング及び追加資料

等の内容に応じて、最大30点の施工体制評価点を与える。

エ 得られた標準点及び加算点並びに施工体制評価点の合計を当該入札者の入札価格で除し

て算出した値(以下「評価値」という。)を用いて落札者を決定する。

その概要を以下に示すが、具体的な技術的要件及び入札の評価に関する基準等について

は、入札説明書において明記している。

(2) 評価項目

以下に示す項目を評価項目とする。

ア 簡易な施工計画(技術提案)に関する事項

イ 企業の施工実績に関する事項

ウ 配置予定技術者の能力に関する事項
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(2) 入札保証金及び契約保証金

ア 入札保証金:免除

イ 契約保証金:納付

ただし、以下の条件を満たすことにより契約保証金の納付に代えることができる。

(ア) 利付き国債の提供

(イ) 金融機関若しくは保証事業会社(公共工事の前払金保証事業に関する法律(昭和27年

法律第184号)第2条第4項に規定する保証事業会社をいう。)の保証。

また、公共工事履行保証証券による保証を付した場合又は履行保証保険契約の締結を

行った場合には、契約保証金の納付を免除する。

(3) 工事費内訳書の提出

第１回の入札に際し、第1回の入札書に記載される入札金額に対応した工事費内訳書(様式

は自由。)を電子入札システムにより提出すること。発注者の承諾を得て紙入札方式により

入札する場合は、入札書とともに工事費内訳書(様式は自由。)を提出すること。

なお、当該工事費内訳書未提出等の入札は無効とする。

(4) 入札の無効

ア 本公告に示した競争参加資格のない者が行った入札、技術提案書等に虚偽の記載をした

者が行った入札及び入札に関する条件に違反した入札は無効とする。

イ 無効の入札を行った者を落札者としたことが明らかとなった場合には、落札決定を取り

消す。

ウ 分任支出負担行為担当官から競争参加資格のあることを確認された者であっても、開札

の時において上記２に掲げる資格がない場合は、競争参加資格のない者に該当する。

(5) 配置予定主任技術者等の確認

落札者決定後、CORINS(一般財団法人日本建設情報総合センターの工事実績情報システム)

等により配置予定の主任技術者等の専任制違反の事実が確認された場合、契約の締結を結ば

ないことがある。なお、種々の状況からやむを得ないものとして承認された場合の他は、配

置予定主任技術者等の変更は認められない。

(6) 契約書作成の要否:要

(7) 関連情報を入手するための照会窓口:上記３の(2)のイと同じ。

(8) 一般競争参加資格の認定を受けていない者の参加

上記２の(2)に掲げる一般競争参加資格の認定を受けていない者も上記３の(2)により技術

提案書等を提出することができるが、競争に参加するためには、開札の時において、当該資

格の認定を受け、かつ競争参加資格の確認を受けていなければならない。

(9) 技術提案書等の内容のヒアリング

技術提案書等の内容についてのヒアリングは原則行わない。なお、ヒアリング実施の必要

が生じた場合は別途通知する。

(10) 本案件は、技術提案書等の提出及び入札を電子入札システムで行うものであり、詳細につ

いては、入札説明書及び「電子入札システム運用基準(建設工事及び測量・建設コンサルタ

ント等業務)」(平成16年7月29日付け16林政政第269号林野庁長官通知)による。

(11) 発注者綱紀保持対策について
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第三者から不当な働きかけを受けた場合は、その事実をホームページで公表する

などの綱紀保持対策を実施しています。

詳しくは、近畿中国森林管理局のホームページ「発注者綱紀保持対策」をご覧

ください。



(別添1)

工　事　名： 本田垣内治山工事
発注機関名： 近畿中国森林管理局　和歌山森林管理署
入札公告日： 令和 2年 5月27日
競争参加資格確認結果通知日： 令和 2年 6月16日

（備考）１ 　「資格の有無」の欄には、資格があると認めた場合には「有」と記載し、

資格がないと認めた場合には「無」と記載すること。

　　　　２ 　「資格がないと認めた理由」の欄には、入札公告において示した「競争に

参加する者に必要な資格に関する事項」のどの事項を満たさなかったのかを

記載すること。

株式会社　深瀬組 有

資格確認申請者 資格の有無 資格がないと認めた理由

競争参加資格確認結果書

株式会社　長田組 有



（別添２）

【総合評価落札方式】

物件名

企業評価
技術者
評価

(株)長田組 159.23 100.00 23.85 5.38 30.00 76,400,000 2.084 1 落札

(株)深瀬組 辞退

執行官 印

立会職員 印

確認職員 印　　　農林水産技官 木原　尚典

　　（注）　上記金額は、入札者が見積もった契約金額の１１０分の１００に相当する金額である。

　　　入札執行月日 令和2年7月2日

　　　　　　開札結果は上記の金額の通り相違ありません。

　　　農林水産技官 竹中　篤史

金額 評価値 順位 金額 評価値

入札者の商
号又は名称
工　　事

技術評価点 第一回入札 第二回入札

　　　農林水産事務官 赤木　利衣

備考
総計 標準点

技術提案加算点
施工体制
評価点

順位

入　　　札　　　執　　　行　　　調　　　書

入札物件番号（第　　　　号） 本田垣内治山工事



 

　

大分類流域 支　流　域 日置川

工　事　名

施　工　地

森林管理局 近畿中国森林管理局
森林管理署
事務所名等 本署

　 　 　 　　 　

令　和  2　年　度

積　　算　　内　　訳　　書

和歌山森林管理署

和歌山県田辺市西大谷

本田垣内治山工事



   本　工　事　費　内　訳　表
      
工事名  
     
明細No  費　目・工　種 数　　量 単　位 単　価 金　　　額 摘　　　　要

1 本流2号床固工 617.50 m3 - 22,535,000
2 本流4号床固工 432.60 m3 - 16,714,000
3 支流2号谷止工 167.20 m3 - 7,418,000
4 仮設工 1.00 式 - 1,468,000

　　　細　　計 48,135,000
間接工事費　共通仮設費 1.00 式 - 6,019,000
　　　細　　計 6,019,000
　　　小　　計 54,154,000
間接工事費　現場管理費 1.00 式 - 15,845,000
　　　小　　計 15,845,000
　　 　　計 69,999,000
一　般　管　理　費　等 1.00 式 - 11,528,000
　　　　 計 11,528,000
　　　合　　計 81,527,000
消　費　税　相　当　額 8,152,700
　　　合　　計 8,152,700
　　　総　　計 89,679,700

本田垣内治山工事
和歌山森林管理署 本署



請負費の数量内訳書
1 本流2号床固工  

　 （構造） 　    
   

単価No 名　　　　　称 形状寸法 数　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

[ 体　　  　 積 ] 617.50 m3
コンクリート 617.50 m3
礫質土掘削① 907.00 m3
軟岩Ⅰ（B）掘削① 87.00 m3
間詰埋戻工① 697.00 m3
人力掘削面整形　　       (普) 104.20 m2
岩  盤  清  掃　         　 (普) 22.30 m2
丸太残存型枠 230.90 m2
まく板型枠 235.60 m2
止水板設置①       1.00 式
水抜布設 1.00 式
間詰型枠 55.20 m2
間詰コンクリートA① 13.80 m3
間詰コンクリートB① 14.00 m3
丸太筋工 6.50 m
植生ネット伏工 39.60 m2
堤名板取付［C型］（普） 1.00 枚
治山シンボルマーク取付（普） 1.00 枚
         工 種 計 22,535,000

和歌山森林管理署

本署L=38.8m　H=7.0m　V=617.5m3



請負費の数量内訳書
2 本流4号床固工  

　 （構造） 　    
   

単価No 名　　　　　称 形状寸法 数　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

[ 体　　  　 積 ] 432.60 m3
コンクリート 432.60 m3
礫質土掘削② 722.00 m3
人力掘削面整形　　       (普) 113.30 m2
丸太残存型枠 202.80 m2
まく板型枠 213.50 m2
止水板設置②   1.00 式
水抜布設 1.00 式
間詰型枠 13.20 m2
間詰コンクリートA② 4.70 m3
間詰コンクリートB② 2.80 m3
丸太筋工 16.80 m
植生ネット伏工 102.40 m2
堤名板取付［C型］（普） 1.00 枚
治山シンボルマーク取付（普） 1.00 枚
         工 種 計 16,714,000

和歌山森林管理署

本署L=45.1m　H=4.5m　V=432.6m3



請負費の数量内訳書
3 支流2号谷止工  

　 （構造） 　    
   

単価No 名　　　　　称 形状寸法 数　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

[ 体　　  　 積 ] 167.20 m3
コンクリート 167.20 m3
間詰埋戻工② 78.00 m3
丸太残存型枠 79.40 m2
まく板型枠 84.30 m2
止水板設置③ 1.00 式
間詰型枠 38.30 m2
間詰コンクリートA③ 2.70 m3
間詰コンクリートB③ 10.90 m3
かご枠工（詰石）A 22.00 m
かご枠工（詰石）B 22.00 m
丸太筋工 7.80 m
植生ネット伏工 76.30 m2
堤名板取付［C型］（普） 1.00 枚
治山シンボルマーク取付（普） 1.00 枚
         工 種 計 7,418,000

和歌山森林管理署

本署L=39.5m　H=9.0m　V=978.0m3



請負費の数量内訳書
4 仮設工  

　 （構造） 　    
   

単価No 名　　　　　称 形状寸法 数　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

[ 施 工 数 量 ] 1.00 式
ｷｬｯﾄｳｫｰｸ足場設置撤去 (普) 448.00 m
水替工 1.00 式
水替工 1.00 式
         工 種 計 1,468,000

和歌山森林管理署

本署



請負費の数量内訳書
5 間接工事費　共通仮設費  

　 （構造） 　    
   

単価No 名　　　　　称 形状寸法 数　量 単位 単　価 金　　額 備　　考

　小計　(A積み上げ仮設費)
土石流監視員 2.00 日
土石流安全対策費 1.00 式
　小計　(B積み上げ仮設費)
　定率共通仮設費 1.00 式
　計 6,019,000

和歌山森林管理署

本署


	和　本田垣内
	契約時

	津俣ほか執行調書
	本田垣内
	津俣

	2007091 本田垣内治山工事（和歌山）



